
 - 0 - 

 

 

連続箱型鋼製枠 

「マックスウォール工法」 

設計・施工マニュアル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 8月 

 

一般社団法人 リバーテクノ研究会監修 

太 陽 工 業 株 式 会 社 

 



 - 0 - 

序 

 

 

連続箱型鋼製枠「マックスウォール工法」は、鋼製金網と不織布で構成される鋼製枠「マ

ックスウォール」に中詰め材を充填し設置することで、仮設の土堤を構築することができる

新しい工法です。平成23年3月に発生した東日本大震災でも見られるように、広範囲に被災し

た現場では災害復旧は長期化する傾向があり、仮復旧のままで長期間存置されることも少な

くなく、より強固で耐久性のある仮設資材が求められています。実際に、先の現地で施工さ

れた連続箱型鋼製枠も5年を経過した今日でも未だに仮復旧のまま現場に設置されていますが、

長期的な仮設資材としてその性能を発揮しています。また、これまでに堤防の嵩上げや内水

氾濫における浸水防止工などの水防資材としての使用や河川護岸の根固工、河川護岸工、河

川護岸の天端保護工、波浪の影響が小さい箇所における海岸の根固め工、土留め壁や法面工

など様々な用途の現場で用いられています。 

 リバーテクノ研究会では、「マックスウォール工法」設計・施工マニュアル作成支援委員

会を立ち上げて「マックスウォール工法」の使用用途に応じた留意事項等についての参考意

見を出しあいながら設計・施工マニュアルの作成支援を行ってきました。 

本マニュアルは、設計・施工マニュアル作成支援委員会の成果として「マックスウォール

工法」の技術的な考え方をとりまとめたものであり、この工法により、安全で経済的な計画

が行われ、さらに技術の向上が図られることを期待しています。 
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